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池上重弘研究室 検索 



研究メンバーと研究の概要 
所属 氏名 共同研究の分担内容 

 
文化政策学部国際文化学科 

 
池上 重弘 

研究の統括、交流支援に関する研究、
多文化子ども教育フォーラムの 
コーディネート 

         国際文化学科 広瀬 英史 多文化子ども教育フォーラム 

         文化政策学科 林 佐和子 絵本プロジェクト 

デザイン学部 生産造形学科 高山 靖子 絵本プロジェクト 

                    メディア造形学科 古田 祐司 フォトストーリープロジェクト 

本学に在籍するブラジル人学生たちの持つ潜在力を存分に生かし、
多文化環境に生きる子どもたちが日本社会で教育達成するために
地元公立大学としてどのような支援が望ましいかを実践的研究を
通じて明らかにする。 

研究の概要 
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研究の５つの柱 

【絵本プロジェクト】 

ブラジル人児童向け 

入学ガイダンス絵本 

【学習支援】 

日本語学習支援 

外国人中学生教科支援 

【フォトストーリー】 

大学進学を果たした 

ブラジル人学生の姿を 

次の世代に伝える 

【多文化共生ワークショップ】 

小学校での多文化共生、 

異文化理解のWS 

多文化子ども 

教育フォーラム 
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絵本プロジェクトと多文化子ども教育フォーラム 

2013．6．22 

＜第５回フォーラム＞ 

教育支援策をめぐって 

当事者学生が物申す 
2014．1．11 

＜第６回フォーラム＞ 

ポルトガル語討論会Ⅳ 

日本の大学に進学した 

ブラジル人たちの経験から学ぼう 

多文化子ども 

教育フォーラム 

（2012年度～） 

【絵本プロジェクト】 
とくにブラジル人学生による 

家庭訪問ヒアリング 

4 



日本の学校で学ぶ上での課題 

• 子どもたち 

–国境を越えた移動 

–異なる文化・生活環境 

–将来の不確実さ、不安 

• 保護者 

–仕事に忙しく子どもと向き合う時間が不足 

–日本の教育制度についての理解不足 

–言葉の壁 

母語でのサポートや 
カウンセリング 
一人ひとりの状況把握 
居場所作り・心のケア 

翻訳資料、面談、家庭訪問 
きめ細かな情報提供 
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教育
達成 

当事者目線の 

情報提供 

モチベーション 

支援 
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絵本プロジェクトと多文化子ども教育フォーラム 

2013．6．22 

＜第５回フォーラム＞ 

教育支援策をめぐって 

当事者学生が物申す 
2014．1．11 

＜第６回フォーラム＞ 

ポルトガル語討論会Ⅳ 

日本の大学に進学した 

ブラジル人たちの経験から学ぼう 

多文化子ども 

教育フォーラム 

（2012年度～） 

【絵本プロジェクト】 
とくにブラジル人学生による 

家庭訪問ヒアリング 

7 



ブラジル人児童向け入学ガイダンス絵本 
（作：金城ジゼレ、生産造形学科2012年度卒業制作） 

「浜松における日本の学校」表紙 目次 
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給食に関連する言葉の説明 

 

• ブラジル人児童向け 

• 入学ガイダンス絵本 

• 日本語／ポルトガル語の 

  バイリンガル絵本 

• 自分の経験をもとに取材 

 

 
給食の準備 

日本の小学校が 

楽しみになるように！ 
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・市内小学校全校に1部ずつ配布 
・ブラジル人の多い19校では全家庭に配布 
・家庭訪問ヒアリング受け入れの可否を調査 

中日新聞 2013年8月24日付け 朝日新聞 2013年11月16日付け 10 

 

 



絵本プロジェクトと多文化子ども教育フォーラム 

2013．6．22 

＜第５回フォーラム＞ 

教育支援策をめぐって 

当事者学生が物申す 
2014．1．11 

＜第６回フォーラム＞ 

ポルトガル語討論会Ⅳ 

日本の大学に進学した 

ブラジル人たちの経験から学ぼう 

多文化子ども 

教育フォーラム 

（2012年度～） 

【絵本プロジェクト】 
とくにブラジル人学生による 

家庭訪問ヒアリング 
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南米系移住第２世代の学生たち 

◇ 高校・大学進学も確実に増加 

◇ 地域活動の担い手としても台頭 
 

はままつグローバルフェア（2013年2月10日） 12 

入学 
年度 

文化政策 
学部 

デザイン 
学部 

2006 1 

2007 

2008 2 

2009 

2010 

2011 2 

2012 4 

2013 4 

2014 4 



はままつグローバルフェアより 

2013年2月10日（日）＠クリエート浜松 

同じ境遇の子を 
支えたい！ 

HICE（浜松国際交流協会のサイトで動画閲覧可能 

http://www.hi-hice.jp/j_report.php 13 



第５回多文化子ども教育フォーラム 
第5回 教育支援策をめぐって 

当事者学生が物申す（6月22日） 

静岡新聞 

2013年6月16日付け 

外国籍学生たちが１ヶ月間、 

毎週ミーティングを開いて準備 
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第５回フォーラム 

前半：学生たちによるプレゼン 

後半：参加者と意見交換 

静岡新聞 

2013年6月25日付け 15 



絵本プロジェクトとブラジル人学生による 
家庭訪問ヒアリング 

絵本 家庭ヒアリング 
（ブラジル人学生） 

６月 出版準備 

７月 出版 

８月 

９月 配布 
活用 

１０月 

１１月 家庭訪問 
ヒアリング 

１２月 

ブラジル人卒業生が作った 

バイリンガルＵＤ絵本を、 

ブラジル人の在校生たちが、 

ブラジル人の小学生に 

想いのバトンとして届ける！ 

ＵＤ絵本を持った
ロールモデルの 
デリバリー 
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家庭訪問調査前の記者会見 

静岡新聞 2013年11月16日付け 毎日新聞 2013年11月16日付け 17 

  



ブラジル人学生による 
家庭訪問ヒアリング 

研究上の目的 

質問紙を用いたポルトガル語での
ヒアリング調査を通して、子どもの
進学をめぐる保護者の考えを探る 

 

実践研究としての３つの目的 

目的１：保護者にとって 

 ブラジル人の子どもの日本での 

 教育達成の具体例を知る 

目的２：小学生にとって 

 ロールモデルとの出会いが 

 学びの動機を高める 

目的３：大学生にとって 

 自分の持つバックグランドの社会 

 的意義を実感しエンパワーメント 

 

 

 

NHK静岡放送局  

たっぷり静岡 18 

 



ヒアリング調査の概要 

• 配布実家庭420世帯のうち43世帯が訪問承諾 

• 11月中旬～12月中旬に22世帯を訪問 

• 調査項目 

–出身地、来日歴、家族形態、仕事の状況、 

–子どもとの関わり方、絵本の評価、 

–日本の学校制度の不明点、 

–子どもの教育達成への期待、 

–それを実現するための課題 等 

• 保護者から学生への質問には可能な限り回答 
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主なポイント 

• 宿題をあまり見てあげられない 

–学力が心配 

• PTA活動や親のすべきことが不明 

• 経済面が心配 

–通学支援や奨学金のことを初めて聞いた 

• 進学に必要な情報が不足 

• ポルトガル語の翻訳された進学情報も届かず 

• ブラジル人児童からのいじめに関する相談も 
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第６回フォーラム 
（ポルトガル語での討論会Ⅳ） 

静岡新聞 2014年1月12日付け 朝日新聞 2014年1月12日付け 21 

  



• 外国人集住都市の中心部にある公立大学で
これだけのブラジル人学生が在籍するのは
本学だけ 

• さらにブラジル人学生たちによる組織的活動
が継続しているのも本学だけ 

• 「ハイエンド」学生たちの能力を生かした実践
的研究の成果を社会に還元し、多文化共生
の新しいフロンティアを開拓 
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ご清聴ありがとうございました。 

多文化子ども教育フォーラム 

http://wwwt.suac.ac.jp/~ikegami/fice00.html 

 

ポルトガル語討論会Ⅳ報告書（日／ポ対訳）は 

本学学術リポジトリで公開中 

23 

http://wwwt.suac.ac.jp/~ikegami/fice00.html

